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スポーツツーリズムコンテンツ創出事業 実施概要【株式会社おいでなせえ】
実証テーマ︓ サイクリングで荒川⽔系を辿るアウトドアスポーツの滞在型コンテンツ造成・実証事業
概要︓ 地域コーディネーターを軸にしたアウトドアスポーツに競技性を掛け合わせた滞在型のコンテンツ造成

解決に資する取組
(1)-①スポーツへと昇華させた観光コンテンツによる価値向上
(1)-②スポーツ化した観光コンテンツの持続的な提供
(1)-③洗練された地域コーディネーターの育成
(2)-④複数コースを組み合わせた滞在型プランの造成
(2)-⑤ジオ・マークのデジタル観光マップによる滞在誘因
(3)-⑥PRツールの作成による旅⾏事業者等への情報発信
(3)-⑦旅⾏事業者等への営業
(3)-⑧2024台北国際旅⾏博への出展
(4)-⑨地域おこし協⼒隊・アウトドア事業者への参画依頼

1300年の歴史を辿る⽇本茶アクティビティツアーコースタイトル
欧州の30〜40代の知識⼈層ターゲット
500年ぶりに復活した銘茶「慈光茶」と豊かな清流を堪能するリトリートストーリー
⾷のありがたみを知るファミリーサイクリングツアーコースタイトル
⼩川町近隣市町村在住の⽇本⼈のファミリー層ターゲット
オーガニックの⾥で⽇本の暮らしと⽣活を知るストーリー

ウェアラブ
ル端末
でカロリー
計測

記録を
競う「競
技性」追
加

※左記含め計5コース作成し、モニターで実施
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識
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地域コーディネーターによる看板商品造成 スポーツ×デジタルマップによる体験価値の向上 プロモーションによる地域ブランディング

■旅⾏事業者と共同で造成したコンテンツ・コース造成によるターゲットの獲得
■スポーツ×観光×ウェルネスで選ばれる地域、そして滞在の創出

３
ण
भ
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⽬指す姿

ターゲット
欧州のインバウンド

(20〜30代・中間層・⼩グループ)

台湾のインバウンド
(30〜40代・中間層・個⼈旅⾏者)

⼩川町近隣市町村在住者
(40〜50代・中間層・ファミリー層)

健康を促進し、
オリジナリティある
価値の創出

地域の⼈脈・産業に精通するコーディネーターを軸にし、
DMCや国内外の販路を持つ旅⾏会社と連携し、ニーズ
にあった地域にどっぷり⼊ることのできるツアーの造成

⾃転⾞の移動そのものを価値と捉え、マップがあることで体
験価値の向上、数値化による競技性の追加などスポーツ

と地域観光の新たな価値の創造

地域コーディネーターが造成した商品、その⼈柄が出るコン
テンツブックや動画の制作、地域で活動する⼈にフォーカス

し、ターゲットに合わせたPRの実施

॥
␗
५
案
ऩ
न

課題
(1)低単価・低収益による
単発的なコンテンツの実施
(2)⽇帰り来訪客による
限定的な経済インパクト

(3)限定的な旅⾏事業者とのパイプ

(4)地域コーディネーターの⼈材不⾜
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地域コーディネーターの定義

内容項⽬

上述した課題に対応できるような⼈材を育成することで、お客様にとって、通常の観光とは違い、地域をより深く知ること
ができるほか、コーディネーターにとっては、コーディネート・ガイドの役割を担うことで、収⼊を得ることができるほか、多様な
お客様と繋がることで、新たなビジネスチャンスの創出が期待できる。また他地域の旅⾏会社にとって⼀⾒では⼿配が
出来ない付加価値の⾼い体験コンテンツを地域コーディネーターの育成を通して、商品の差別化を図る。

⽬的

• 顧客からの依頼に対して、地域内の事業者と連携・調整して、そのニーズを満たすようなコンテンツ(ツアーの⾏程作
成、体験プログラムの開発)を造成する。

• ツアーや体験プログラム実施時に、ガイド役として、お客様に満⾜してもらえるようなサービスを提供する。
求める役割と
活動イメージ

• 各地域コーディネーターという「⼈」をプロモーションをすることで、その「⼈」のファン作りをする。そうすることで、⼀過性
に終わらない、繰り返し来訪してもらえる仕組みを作る。将来像

■現状・課題︓
訪⽇外国⼈による観光を⽬的とした来訪が増えており、これからも増加の⼀途が予想されるほか、関係⼈⼝や第2のふるさとなど農⼭漁村地域
へのニーズが⾼まっている。それらのニーズに対応すべく、各地域では体験プログラムの開発が進められているが、顧客からの問合せに適切に対応
し、地域内で調整するなどのコーディネート業務やお客様をガイドするなどのサービスが提供できる中核的な役割を担う⼈材が不⾜している。
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地域コーディネーター育成研修の概要

実施時期ワークショップ座学主な⽬的回数

8/15-16
5コースの内容検討・
ブラッシュアップ
【実施⽇数︓1.5⽇】

アドベンチャーツーリズム概論
(講師︓scratch 倉知⽒)
【実施⽇数︓0.5⽇】

ATの市場とインバウンドが⽇本の農⼭漁村
地域に求めているニーズ等を解説し、当事
業で実施する内容の理解を深める。

1回⽬

9/11-135コースの実地踏査
【実施⽇数︓1⽇】

サイクリングガイドの育成
(講師︓GRAV BICYCLE ⼩⼝⽒)
【実施⽇数︓2⽇】

サイクルツーリズムで期待できる地域への波
及効果等を解説するほか、実地踏査を通
じて、コースの仮完成を⽬指す。

2回⽬

■⽬的︓コンテンツの発掘から造成、そしてツアー実施・ガイドができる⼈材を育成するために実施する。座学ではそれらに必要な知識が体系的
に学べるよう専⾨家を招くほか、ワークショップでは地域コーディネーターと旅⾏事業者が共同で考えることで、旅⾏事業者が販売したい商品をそ
の場で造成し、販売へと繋げる。
■参集者︓地域コーディネーター候補者（キャンプ⺠泊経営、地域おこし協⼒隊、フリーライター等）、旅⾏事業者(インバウンド事業者等)
■プログラム︓全4回(内容は以下の通り)
■ゴール︓モデルコースを1⼈1本造成(造成したモデルコースはモニターツアーで実施)

地域コーディネーターとしての基礎習得(コース造成・⼿配・ガイドの⼀連の業務が独⼒で完遂できる)

11/19-21
途中経過の報告・
ブラッシュアップ
【実施⽇数︓1⽇】

環境に配慮したコンテンツ造成
(講師︓リーブノートレイスジャパン)
【実施⽇数︓2⽇】

世界的トレンドになっている環境保全×ツー
リズムを知ることで、モデルコースのクオリティ
ー向上を⽬指す。

3回⽬

2/4振り返り・次年度の展開検討
【実施⽇数︓0.5⽇】

地域コーディネーター同⼠によるモニターツアーの報告会
(講師︓全国農協観光協会 川嶌⽒)
【実施⽇数︓0.5⽇】

モニターツアーの振り返りを⾏い、ブラシュアッ
プを図るほか、次年度に向けた販売体制・
スキームの構築を図る。

4回⽬

それ以降は個別にコース等を調整し、モニターツアーを実施

全モニターツアー終了後、振り返りも含めた研修を実施
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地域コーディネーターの業務内容

旅⾏会社等

ローカルDMC

地域コーディネーター

地域事業者

旅⾏等の受⼊依頼

地域のコーディネート・ガイド依頼

各事業者との調整

ガイドの提供

旅⾏者

ツアー・視察等申込

コーディネートの提供
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地域コーディネーター育成研修の実施画像
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1回⽬

2回⽬ 4回⽬

3回⽬



KPIに関して
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結果実施内容⽬標No,

地域コーディネーターによる1泊2⽇のツアー造成を5本⾏った。
1名につき2本以上の体験コンテンツ造成（アドベンチャートラベル定義におけ
るツアーテーマの価値を⾼めるコンテンツ（地域住⺠との交流、農作業体験な
ど））を⾏い、合計10本以上となった。
なお各社協議により10コンテンツを内包するセールスシートの作成を⾏い、
B2B向けに営業可能な体制を整備を⾏った

10コンテンツ以上の造成定量的⽬標①

国内DMC（⼤⼿、AT事業者）、海外エージェント（欧州、台湾）への⾒
積件数は10本以上セールスシートの送付を⾏った。
また、地域単独での募集が難しいとの課題から運営チームにおいて東京、埼
⽟と組みわせたモデルツアーの造成を⾏った。

旅⾏会社からの⾒積数件数定量的⽬標②

現在国内DMC1社、海外エージェント3社（欧州2社、台湾1社）とのツアー
造成に向け企画設計を⾏っている。最短で6⽉ころの募集型企画旅⾏として
企画制作を進めている。
なお単独募集では難しい為、運営チームにて募集・⼿配・旅程管理等で安定
したサービスを図れる運営体制としている

商品販売実績2件以上定量的⽬標③

合計4回研修を実施、地域コーディネーター5名の育成を⾏った。
また、各地域コーディネーターとも催⾏可能なレベルに達しており、次年度はプ
ロモーションに注⼒する必要がある。

地域コーディネーター育成5名以上定量的⽬標④

平均80％以上となった。モニターツアーの結果、当事業のコンテンツとしてニー
ズに満たしていることが分かった。また今後はストーリーを深めること（知識量の
習得）、英語によるストーリー⾃体の伝え⽅（ガイディング）が課題となってお
り、運営チーム内において知識の研鑽を図れる場づくりを⾏う必要がある。

コンテンツ・ツアー満⾜度80％以上定性的⽬標⑤



地域コーディネーター造成したツアー
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概要

合計5名（ツアーリーダー、運営班含まない）⼈数

旅⾏会社︓ 2名
埼⽟県庁︓ 1名
在⽇外国⼈（ドイツ⼈）︓ 1名
スポーツ庁事務局︓ 1名

内訳

データ取得⼈数︓ 3名
速度︓ 平均18km
カロリー消費︓ 550kcl（1⽇平均）
⼼拍数︓ 135bpm

ウェアラブル
数値



地域コーディネーター造成したツアー
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概要

合計5名（ツアーリーダー、運営班含まない）⼈数

旅⾏会社︓ 2名
埼⽟県庁︓ 1名
在⽇外国⼈（ドイツ⼈）︓ 1名
埼⽟県⼩川町地域おこし協⼒隊︓ 1名

内訳

データ取得⼈数︓ 3名
速度︓ 平均16km
カロリー消費︓ 600kcl（1⽇平均）
⼼拍数︓ 123bpm

ウェアラブル
数値



地域コーディネーター造成したツアー
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概要

合計6名（ツアーリーダー、運営班含まない）⼈数

旅⾏会社︓ 2名
埼⽟県庁︓ 1名
埼⽟県物産観光協会（DMO）︓ 1名
インバウンドガイド（ニュージーランド⼈）︓ 1名
スポーツ庁有識者（中川様）︓ 1名

内訳

データ取得⼈数︓ 3名
速度︓ 平均15km
カロリー消費︓ 220kcl（1⽇平均）
⼼拍数︓ 112bpm

ウェアラブル
数値



地域コーディネーター造成したツアー
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概要

合計6名（ツアーリーダー、運営班含まない）⼈数

旅⾏会社︓ 5名
埼⽟県庁︓ 1名内訳

データ取得⼈数︓ 3名
速度︓ 平均21km
カロリー消費︓ 655kcl（1⽇平均）
⼼拍数︓ 138bpm

ウェアラブル
数値



地域コーディネーター造成したツアー
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概要

合計6名（ツアーリーダー、運営班含まない）⼈数

旅⾏会社︓ 3名
スペイン在住地域コーディネーター︓ 1名
在⽇外国⼈ATガイド（アメリカ）︓ 1名
埼⽟県庁︓ 1名

内訳

データ取得⼈数︓ 3名
速度︓ 平均19km
カロリー消費︓ 435kcl（1⽇平均）
⼼拍数︓ 115bpm

ウェアラブル
数値



デジタルマップの活⽤
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実施効果⽬的実施概要No,
地域コーディネーターが登録したことでガイドブックには掲
載されていない魅⼒ある地点の登録に繋がった。また、
登録における地点の知識を吸収したことで当⽇のガイド
知識の深化にも繋げることができた。
（※右上は紙での配布に加え、QRコードを準備し、
Webマップの活⽤を⾏った）

ツアー時にガイドの補助活⽤ツールとしてWeb
マップの製作を⾏った

地域コーディネーターによる
Webマップ登録1

⽐企地域、近隣地域周辺のサイクリストをターゲットに
ロゲイニングモニターイベントの実施を⾏った。ルートを確
実にめぐってもらえるストーリー設計、地域コーディネータ
ーのネットワークを活かした登録スポット店などの協⼒に
より、サイクルツーリズムを推進する上での機運醸成やデ
ジタルマップの活⽤⽅法の⼟台形成に繋げることができ
た。

ガイドブックでは知りえない地域コーディネータ
ーによる登録スポットを巡り、地域を深く知るイ
ベントを⾏った

ロゲイニングイベントの実施
（⾃主開催）2



当事業の将来性・地域コーディネーターの必要性
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当事業では地域に深く精通する⼈材と連携し、コンテンツの磨き上げ、
ストーリー設計、ツアー実施を含めたローカルガイドが可能な⼈材育成
を⾏った。その結果、差別化された地域特有の本質的な体験価値の提供
となり、地域資源の全体の底上げに繋がり、断⽚的ではない地域への経
済効果を⽣み出すことが可能な仕組みづくりに繋げることが出来た。
今後「荒川」も含めて、各テーマで繋ぐことで質が⾼く⾼単価かつ滞在
増加に向けた取り組みに繋げることができる

②地域コーディネーター
地域単位で存在し、地域に精通し、地域で事業を⾏うガイドカンパニーや観光事
業者と連携し、地域内における1〜4⽇程度の旅程の構築、および英語でのガイデ
ィングの補助等でコーディネートを⾏う

③コンテンツ提供者
ガイドカンパニーや観光事業者など、当該地域において、アクティビティ・飲
⾷・交通・宿泊といった旅程に組み込まれるコンテンツを催⾏する

①国内DMC・ランドオペレーター
国内DMCあるいはランドオペレーター。アドベンチャートラベルやサイクリング
など顧客が満⾜する旅⾏全体のアレンジ・⼿配・添乗等を⾏う

※確⽴された
該当プレイヤーは

ほぼ不在

国内DMC・
ランドオペレーター

ホテル・飲⾷店・
交通事業者・ガイド等

FIT顧客

海外
エージェント

※⼀部引⽤︓ 北海道運輸局「地域をアドベンチャートラベルでデザインするために」「ATで求められるコーディネーターとは」



効果検証の結果
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実施結果
実施内容項⽬

課題成果
• コーディネーターによりガイド、コーディネー

ターの得意不得意が分かれるため、地域
コーディネーターに求められる資質や選定
要件が課題

• 事業プロモーション、エリア全体のコンセプ
ト設計が課題

• 地域コーディネーターの⼈的ネットワークを活かし
たツアー造成の中で普段観光受⼊のないコンテ
ンツ提供者との関わりを⽣むきっかけとなり、新た
な観光コンテンツを⽣み出すことができた

• 地域内における旅程の設計、ローカルガイドの
育成などオペレーション体制の構築に繋がった

• 旅⾏会社伴⾛による地域コーディネーター研修4回
実施運営体制

• 付加価値の⾼いのツアーの⼀⽅で関係
者が多く、運営コストが⾼い状況にある。
来訪者誘客に向けた国内外における旅
⾏会社とのネットワーキングが必要

• アンケートの結果、当初のKPIとしていた
販売想定価格より下回った為、ツアー全
体の磨き上げが必要

• 当事業の拡⼤、ツアー⽇数の増加、テー
マ深化に向けて秩⽗や川越といった他地
域との連携が必須

• ウェアラブル活⽤におけるPR⼿段の実施
検討が必要

• 各旅⾏会社の客層に合わせたテーマ性が⾼い
商品造成を⾏うことができ、全体満⾜度80％
以上を超える結果となった

• ツアーコンセプトに合う国内DMCを招聘したこと
で、次年度以降の連携構築に繋げることができ
た（次年度以降の誘客に向け、商談中）

• ウェアラブル端末（カロリー等）においてツアーご
と数値化を⾏い、レベル別が分かるツアーに繋げ
るための⼟台作りに繋がった

• モニターツアー計5回実施（商品のブラッシュアップや
販売体制構築の為、国内DMCを中⼼に参加者を
招聘）

モニターツアー
実施

• 地域単独での誘客は現状難しい為、東
京や他地域との組み合わせの旅程が求
められている。よって国内DMCや他地域
との連携による受⼊体制の拡充は必須

• AT、サイクリングニーズにあっている欧州市場、
台湾市場に向けての商材プロモーションを⾏い、
興味を⽰す海外エージェントとの商談が開始す
ることができた

• 海外展⽰会（ITF2024）への出展
• JNTOイベントへの参加によるニーズヒアリング販売体制の構築

• ガイド以外に活⽤可能な企画および運
⽤コストの検討は必要

• 参加者誘導時に活⽤可能なガイドツールとして
の機能構築に繋がった

• 地域に精通するコーディネーターがWebマップ登
録の為、通常のマップには掲載されていない地
点が登録されており、付加価値が⾼いツールと
なっている

• 地域コーディネーターの登録によるガイドツール専⽤
マップの製作

• イベント時に使⽤可能なロゲイニングマップの製作
※ ガイドツールとイベント利⽤の2ページに分けて製作を⾏った

デジタルマップ



次年度以降の取組について
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本事業推進に向けて、当事業のコンセプトに合致するランドオペレーターとの連携、プロモーション、他地域連携による

事業拡大が必要な状況に加えて、顧客のニーズに応えるさらなるエリアコンセプトの設計が必要な状況にある。

今回の事業で形成したネットワークを維持し、エリア全体の誘客に繋げる運営体制の基盤強化・自走可能なローカル

DMCの構築に繋げる。



次年度の⾃⾛化に向けた取組案
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